
    瀬戸市議会の個人情報の保護に関する条例骨子（案） 

パブリックコメントの結果について 

 
令和４年８月１５日（月）から９月１３日（火）までの間「瀬戸市議の個人情

報の保護に関する条例骨子（案）」についてパブリックコメントを実施した結果、

下記のとおりご意見が寄せられました。ご意見に対する議会の考え方をまとめま

したのでお知らせします。 

ご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

 

記 
 

１ 実施状況 

(1)  内  容  瀬戸市議会の個人情報の保護に関する条例骨子（案）への 

意見募集 

 

(2) 実施期間  令和４年８月１５日（月）から９月１３日（火）まで 

 

２ 実施結果 

(1) 提出人数 ４人（市内：３、市外：１）  

 

(2) 意見件数 ２９件 

 

(3) 意見への対応 

Ａ 意見を踏まえて、案の修正をするもの ２件 

Ｂ 意見の主旨や内容を盛り込み済みであり、考え方を説明するもの ６件 

Ｃ 今後の事業実施の参考とするもの 17 件 

Ｄ その他（Ａ～Ｃ以外のもの） ４件 

 

(4)意見の概要及び議会の考え方 

No. 意見の概要 対応 議会の考え方 

1 

骨子案の趣旨に「執行機関と差

異が生じることのないよう」と記

載されているが、「瀬戸市個人情報

保護法施行条例」制定後に本件の

パブリックコメントを行えばよい

のではないか。 
Ｄ 

本条例制定に向けた事務について

は、執行機関と綿密な調整・連携を

取り実施しております。改正個人情

報保護法の施行期日が令和５年４月

１日とされており、執行機関側の条

例制定後に本条例に関するパブリッ

クコメントを実施することは、市民

への周知期間を設けることを考える

と、スケジュール的に困難であると

考えます。 

２ 
市民としては、記載された「条例

の骨子」だけでは理解できない。 
Ｂ 

条例の骨子については、改正個人

情報保護法で規定する事項に基づ



「議会が保有している個人情報フ

ァイル等に関する帳簿の作成、公

表について規定します」とあるが、

具体的な記載がない。 

例えば議会はどのような個人情

報ファイルを保有しているのか、

「等」は何を指しているのか、どの

ように公表するのか等々。 

き、その概要を記載しております。 

なお、例として挙げていただきま

した議会が保有している個人情報フ

ァイルにつきましては請願・陳情の

署名簿や傍聴人受付票、議員台帳等

です。個人情報ファイル等の「等」

につきましては、個人情報取扱事務

登録簿を含むことによるものです。

公表方法については、現在検討中で

す。 

３ 

「手数料３００円」に反対する。

瀬戸市個人情報保護条例 1 条で謳

われている「個人の権利利益の保

護及び構成で民主的な姿勢の推進

に資することを目的とする。」と定

められているが、それに反するも

のであり、手数料は徴収するべき

ではない。 Ｃ 

本条例の制定にあたりましては、

執行部と同様、原則として法律の規

定に基づき運用してまいりたいと考

えており、法律第８９条及び同施行

令第２７条の規定による国の取扱い

に準じて受益者負担の観点から、有

料とする案としております。 

しかしながら、開示請求時の手数

料につきましては、慎重かつ丁寧に

議論を進めてまいりたいと考えてお

り、頂きましたご意見については、

瀬戸市情報公開・個人情報保護審査

会に諮問し、その答申を踏まえ、最

終的な判断をしてまいりたいと思い

ます。 

４ 

「個人情報保護」は市議会にと

っても、市民にとっても最重要事

項の１つであり、直接的に市民へ

の説明の機会を設定するところか

ら進めてほしい。 
Ｂ 

パブリックコメント手続きにより

市民の皆様のご意見を集約し、その

意見と併せて瀬戸市情報公開・個人

情報保護審査会に諮ることにより、

市民の皆様のご意見を反映させるこ

ととしております。市民への説明会

を実施することは考えておりませ

ん。 

５ 

議会として市民に対する説明会

や意見聴取を行うことなく、市ホ

ームページで意見の募集を始めて

いる。議会基本条例に定められて

いる市民との意見交換会、説明会、

専門的知識を有した専門家の提言

の公表等を行い、市民意見提出の

前提となるそれらの内容の周知を

実施した上で、あらためて市民意

見を募集すること。 

Ｂ 

パブリックコメント手続きにより

市民の皆様のご意見を集約し、その

意見と併せて瀬戸市情報公開・個人

情報保護審査会に諮ることにより、

市民の皆様のご意見を反映させるこ

ととしております。パブリックコメ

ント手続きを再度実施することは考

えておりません。 

 

６ 

個人情報保護法の改正により、

議会独自の個人情報保護に関する

条例の制定が必要とされているに

もかかわらず、議員提出議案では

なく、市長部局提出議案としてい

るが、瀬戸市議会基本条例に則り、

Ｃ 

条例制定に伴う手続き（進め方）

につきましては、検討してまいりま

す。 



全議員参加の下、議論を尽くし、議

会として責任を持って議員提出議

案として取り組むこと。 

７ 

瀬戸市議会の個人情報保護に関

する条例骨子（案）における自己情

報の公開請求の手数料３００円の

徴収は、自己情報を確認し、訂正す

る権利の行使、個人の権利利益の

保護を妨げ、市民福祉の増進及び

公正で民主的な市政の発展の弊害

となることは明らかであることか

ら撤回し、無料とすること。 

Ｃ 

項番３に同じ 

８ 

改正後の条例の名称は「法施行

条例」ではなく、「個人情報保護条

例」とし、現行条例の基本理念を後

退させることのないよう住民情報

の保護に向けた自治体の理念・姿

勢をあきらかにすること。その際

基本的人権の保障や、自己情報の

コントロールなど情報主体として

の住民の権利を規定すること。 

Ｂ 

新たに制定する条例の名称は、「瀬

戸市議会の個人情報の保護に関する

条例」としています。 

９ 

「審議会」で有識者・住民により

行政をチェックする意義を確認

し、「審議会」の役割を条例に規定

して今後も十分機能すること。 Ａ 

本条例では、個人情報の適正な取

扱いを確保するため専門的な知見に

基づく意見を聴くことが特に必要と

認めるときは、審議会に代わる組織

として、瀬戸市情報公開・個人情報

保護審査会に諮問することができる

ことを規定します。 

10 

個人情報の外部提供・目的外利

用や住民情報の管理システムの開

始・改変など、従来審議会に諮問し

てきた事柄について、今後も審議

会に報告し、審議会委員が必要と

判断した際は、自発的に調査・審

議・意見陳述ができるようにする

とともに、報告事項をホームペー

ジに掲載するなど市民にわかるよ

うにすること。 

Ｃ 

本条例において、審議会に代わる

組織として審査会を設置してまいり

ます。また、個人情報保護制度に関

する状況の報告・公表を行うことを

規定することを検討します。 

11 

個人情報は本人から収集するよ

う努めることを責務として条例に

規定するとともに、現在「審議会」

に諮っている例外的な本人外から

の取得について審議会に報告し、

審議会により調査・審議・意見陳述

ができるようにすること。 
Ｄ 

個人情報保護委員会より、「本人収

集を原則とする規定を定めることは

許容されない」旨が示されています。   

また、個人情報の取得についても、

「事後的な報告を行うものであって

も、審議会等への報告や意見聴取を

要件とすることは許容されない」旨

が示されています。 

なお、議会が保有する個人情報の

例としては、請願・陳情の署名簿や

参考人・公述人・直接請求代表者に



関する情報など住民等から議会へ提

供されたもの、傍聴人受付票など議

会が取得した個人情報、退職議員を

含む議員の経歴などの情報（表彰や

年金など）が考えられますが、いず

れも本人からの収集するものであ

り、本人以外からの情報収集を行う

ことは想定しておりません。 

12 

要配慮個人情報はできる限り収

集しないよう努めることを責務と

して条例に規定するとともに、そ

の扱いについて安全管理措置を整

備すること。また個人情報保護法

令に規定はないが不当差別・偏見

の原因となるおそれがある個人情

報について、積極的に「条例要配慮

個人情報」として条例に規定し管

理に万全を期すこと。 

Ｄ 

個人情報保護委員会より、「法の規

律に加えて、条例要配慮個人情報の

取得、利用、提供等を制限する規定

を定めることは許容されない」旨が

示されています。 

また、「条例要配慮個人情報」につ

いては、規定しない考えです。 

13 

目的外利用や外部提供が担当部

署だけの判断で行われないよう、

個人情報保護担当部署への報告を

義務づけ、「審議会」に報告して客

観性が反映される仕組みにすると

ともに、個人情報ファイル簿への

記載等による住民への可視化を条

例に規定すること。 
Ｃ 

「瀬戸市議会の個人情報の保護に

関する条例」は、議会として独自に

制定するものであり、執行機関の個

人情報担当部署への報告は行いませ

ん。但し、今回制定する条例におい

て、審議会に代わる組織として審査

会を設置し、個人情報保護制度の運

用に関する状況の報告を行うことに

ついて検討します。 

また、個人情報ファイル簿への記

載等については、個人情報取扱事務

登録簿を作成及び公表し、個人情報

取扱い事務登録簿において目的外利

用等の有無をお知らせします。 

14 

住民情報のオンライン結合につ

いて、デジタル化の進展により新

たな漏洩やシステムの障害、プラ

イバシー侵害などが起きる可能性

を考慮し、「審議会」や専門家によ

る検証を積極的に求めリスクの最

小化に努めるとともに、必要に応

じて統合先に対する調査や要請を

行うことを条例に規定すること。 

Ｃ 

安全管理のために必要かつ適切な

措置及び第三者への提供制限等を規

定しています。 

15 

開示請求を行わなくても、訂正

請求・利用停止請求を可能にする

こと。 

Ｄ 

「瀬戸市議会の個人情報の保護に

関する条例」は、改正個人情報保護

法で規定する事項に基づき制定して

まいります。同法の規定では、対象

となる保有個人情報の範囲を明確に

し、訂正請求及び利用停止請求の制

度の安定的運用を図るため、これら

の制度について開示を受けた保有個



人情報を対象としており、本条例も

同様の取扱いとします。 

16 

代理人による開示・訂正等請求

にあたっては、開示等請求制度の

悪用を防止するため、必要に応じ

て本人の意思確認を行うことを条

例に規定すること。 

Ｃ 

個人情報保護について、なりすま

し等による開示等請求の悪用防止対

策する運用ルールの策定を検討して

まいります。 

17 

個人情報ファイル簿の作成にあ

たっては、個人情報保護法では対

象とならない保有個人情報につい

ても対象とし、現行の目的外利用・

外部提供・委託などの取扱状況を

記載し公表する仕組みを下回らな

いものとすること。 

Ｂ 

「瀬戸市議会の個人情報の保護に

関する条例」においては、「個人情報

取扱事務の届出」の規定を設け、現

行の「瀬戸市個人情報保護条例」と

同様に「個人情報取扱事務登録簿」

を作成することとし、目的外利用の

有無について公表します。 

18 

死者に関する個人情報につい

て、現行条例の保護水準を低下さ

せないようにすること。 

Ｃ 

 改正個人情報保護法は「個人情報」

を生存する個人に関する情報に限っ

ており、死者に関する情報について

は保護の対象とされません。 

 但し、今後必要があれば執行部と

調整し、齟齬が生じることのないよ

う条例に反映してまいります。 

19 

地方議会における個人情報の適

切な取扱いを定めること。 
Ｂ 

当市議会においては、「瀬戸市議会

の個人情報の保護に関する条例」を

制定し、個人情報の適切な取扱いを

定めることとします。 

20 

行政機関等匿名加工情報の提供

制度導入にあたっては、判断基準

を審議会に諮問して作成し、提案

内容を公表し、公益性について慎

重に検討すること。 

Ｃ 

瀬戸市議会においては、現時点で

匿名加工情報の提供制度を導入する

予定はありません。 

21 

現行条例の個人情報保護の水準

を低下させない条例とすること。

国に対して個人情報保護法の見直

しと個人情報保護委員会の運営の

改善を求めること。 

Ｃ 

法改正の趣旨に沿って進めてまい

ります。 

国に対して、個人情報保護法の見

直しと個人情報保護委員会の運営の

改善を求める考えはありません。 

 

22 

骨子案は条例を構成する項目の

列挙で具体的な内容が、ほとんど

示されておらず、理解できない。 

具体的に示した上で意見募集する

必要がある。 

Ｃ 

条例の骨子については、改正個人

情報保護法で規定する事項に基づ

き、その概要を記載しております。 

パブリックコメント手続きを再度

実施することは考えておりません。 

23 
開示請求の手数料３００円徴収

を撤回すること。 
Ｃ 

項番３に同じ 

24 

議会基本条例にのっとり、議員

全員で議論し、現行の個人情報保

護条例より後退させないよう調

査・検討を行い、議員提出議案とし

て条例制定に取り組んでいただき

たい。 

Ｃ 

項番６に同じ 



25 

「議員が主体的に検討を行った

上で、議員提案で提出する条例案

となるものと思っていたが、市長

提案の議案として提出すると聞

き、驚いた。本件パブリックコメン

トの提出先は議会事務局となって

いるが、寄せられた意見の全文を

議員全員に配布し、議員が主体的

に検討して、寄せられた意見に対

し、責任を持って見解を示すよう

求める。 

Ｃ 

項番６に同じ 

26 

瀬戸市議会において、個人情報

保護法改正による議会の個人情報

保護条例制定についての検討委員

会、ワーキングチーム等を設けて、

市民に公開の場で議論を尽くし、

その結果を踏まえて改めてパブリ

ックコメントの募集を行うよう求

める。 

Ｃ 

条例制定に向けた進め方について

は項番６に同じ。 

なお、パブリックコメント手続き

を再度実施することは考えておりま

せん。 

27 

本骨子案の「２ 条例の骨子

（案）」の「（1）目的」で、「議

会の事務適正かつ円滑な運営、及

び個人の権利利益を保護するもの

です。」とあるが、「議会の事務適

正かつ円滑な運営」は「保護するも

のです」の対象なのか？それとも

「議会の事務適正かつ円滑な運営

を図り」という意味であって、「保

護するものです」の対象は個人の

権利利益なのか？ 

 なお、「議会の事務適正かつ円滑

な運営」は「議会の事務の適正かつ

円滑な運営」とした方が一般的な

表現ではないか。 

Ａ 

「議会の事務適正かつ円滑な運営

を図り、個人の権利利益を保護する」

という意味です。 

 また、ご指摘いただきました「議

会の事務適正かつ円滑な運営」につ

きましては、「議会の事務の適正か

つ円滑な運営」が妥当であり、修正

させていただきます。 

28 

本骨子案の「２ 条例の骨子

（案）」の「（1）目的」で、「議

会の事務適正かつ円滑な運営、及

び個人の権利利益を保護するもの

です。」とあるが、議会基本条例を

踏まえ、「議会の事務適正かつ円滑

な運営」は「公正で民主的な議会の

運営」とするよう求める。 

Ｃ 

ご意見として承ります。 

29 

「保有個人情報の開示請求を行

う際の手数料について、公文書１

件当たり３００円とします。」とあ

る。１件につき３００円もの手数

料がかかるようになれば、自己情

報コントロール権が行使しづらく

なることは明らかである。 

Ｃ 

項番３に同じ 



 国の個人情報保護委員会のガイ

ドラインには、「手数料を徴収しな

いこととすること(手数料の額を

無料とすること。)も可能である」

とあり、必ずしも手数料を有料と

しなければならない根拠はない。 

 これまでに積み上げられてきた

個人情報保護制度を決して後退さ

せてはならないのであり、今回の

手数料有料化は撤回し、手数料は

無料とするよう強く求める。 

 


